
別紙２：総合審査項目及び例

順位 乗率 配点

項目 該当様式等 配点 Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

【事業提案に対する総合評価】

ア　事業計画の内容に関する提案 60

（ア）施設整備計画 20 3 3 5 1 2 60% 60% 20% 100% 70% 12.0 12.0 4.0 20.0 14.0

①施設整備方針 様式１１－１～３

②将来対応等 様式１１－１～３

③火葬炉 様式１１－３

（イ）施設の運営に関する計画 20 5※ 4※ 1 2 3 10% 40% 100% 70% 60% 2.0 8.0 20.0 14.0 12.0

①火葬場の運営に関する計画 様式１２－１

②葬祭場等の運営に関する計画 様式１２－２～３

（ウ）施設維持管理計画 10 3 4 5 1※ 2※ 60% 50% 20% 110% 80% 6.0 5.0 2.0 11.0 8.0

①火葬炉維持管理計画 様式１３－３

②その他維持計画 様式１３－１、２、４

（エ）その他の取り組みに関する提案 10 5 4 3 2 1 20% 50% 60% 70% 100% 2.0 5.0 6.0 7.0 10.0

供用開始までのスケジュール、工程計画 様式１４

施工の方針 様式１５

その他の取り組み内容 様式１６

イ　事業の確実性及び安全性に関する提案 10 1 2 3 4 5 100% 70% 60% 50% 20% 10.0 7.0 6.0 5.0 2.0

（ア）資金計画の妥当性 様式１９、２０

（イ）ＳＰＣの経営全般 様式２１

（ウ）事業遂行の確実性 様式２２、２３

総合評価計 70 32.0 37.0 38.0 57.0 46.0

【総合評価上位２社に対する価格評価】 金額（億円） 5位 4位 3位 1位 2位

ウ　価格評価
様式２５、２６－１～２、
２７、２８

30 85 80 28.2 30.0

総合審査合計 100 85.2 76.0

相対順位で配点割合を乗じて、各社の得点を決定する。
同位も可とする。

通常の順位の配点基準よりも、特段の理由で評価が低い場合
は、査定によって、配点割合を下げることができる。

通常の順位の配点基準よりも、特段の理由で評価が高い場合
は、査定によって、配点割合を上げることができる。
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